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会社概要

社 名 ︓ RT.ワークス株式会社
代表者 ︓ 河野 誠
資本⾦ ︓ ９０００万円
所在地 ︓ 大阪市東成区中道１­１０­２６
従業員数︓ ２２名

＜会社設⽴の趣意＞
超高齢化社会の需要に向けたヘルスケア事業として、
ロボットエンジンをコアコンピタンスとする技術会社を設⽴する。

＜事業領域＞
メカトロニクス、センサ、ソフトウェア技術を中心としたヘルスケア分野の
商品開発，及び提供。
製品販売だけでなく，アフターマーケット事業、ライセンスビジネス事業も展開。

ヘルスケアヘルスケアヘルスケアヘルスケア事業を事業を事業を事業を
分離独立分離独立分離独立分離独立



社名の由来

Robotics

Technology

“work”: 【機能する】

広義の「ロボット技術」が機能する社会をめざす

万人がより平等に技術進化の恩恵を享受しより豊かな生活を送れるための
サービスと物づくりを⾏っていきます。



“アンコールスマート” コンセプト
----Encore SmartEncore SmartEncore SmartEncore Smart----

高齢者の皆さまへの新しいライフスタイルの提案。

弊社が開発するロボット介護製品全体の共通コンセプトです。

ロボティックスの技術基盤により、80歳定年を支援する機器、サービスの提供を行う。

55歳～80歳世代が社会で機能し（ワークし）、より高い生産性を発揮でき、
より満足度の高い社会生活を可能とする。



開発コンセプト

----Good shoes take you to good placesGood shoes take you to good placesGood shoes take you to good placesGood shoes take you to good places----
優しく寄り添い、靴のように必要な存在でありたい。
安全に外出をサポートし、様々な人生の機会を楽しんでほしい。
歩くことで心も身体も健康に。

開発にあたり、「歩く」という⾏動を⼀から考えました。

自分自身の意思と足で歩き、多くの機会を得る事は
心と身体の健康を維持・促進し、より素晴らしい人生
へと繋がる。

そのためのサポートをする機器には何が必要なのか・・・

試⾏錯誤を重ねた結果、「靴」のように自然に使えて
歩くことに不可⽋な存在であり、それに最新の技術を
使って 「歩く」をサポートし 「歩きたい」を叶える製品
を目指していきます。

電動歩⾏アシストカート



電動歩⾏アシストカート

デザイン ユーザビリティ

ネットワークアシスト・制動



電動歩⾏アシストカート紹介ビデオ



ロボット介護機器とは 参考文献 産総研資料より

センサー

歩行する・生活する
コミュニケーションする

考える

人
環境

CPU

インターネット

感じる

動かす

プロセッサー

アクチュエーター
（制御）



開発要素技術

ロボティクス技術 + ネットワーク技術



安全性への取り組み

✔ 介護ロボット開発にあたり、リスクアセスメントに基づく何重もの安全対策を⾏い、
その効果や実証を⼗分に⾏うことで製品の安全性を確保致します。

✔ 外部機関による安全認証(ISO13482)を取得し、安全性を⽴証致します。
✔ 生活支援ロボットの安全基準作りにも積極的に参加し、規格策定にも尽⼒していきます。

■リスクアセスメント
危険源とそのリスクを客観的に評価
し、適切な保護⽅策を実施。

■FMEA（故障モード影響解析）
電子部品の偶発故障やソフトウェア
バグが与える影響を事前検証し、万
が⼀の時に安全に停止するよう設計。

■国プロとの連携
・ロボット介護機器開発・導入促進
事業への参画（経産省）。

・ロボット介護推進プロジェクトへの
参画（経産省）。

・福祉⽤具・介護ロボット実⽤化支
援事業への参画（厚労省）。

■外部機関による認証
国際規格（ISO13482など）に適合
し製品の安全性に加え安全コンセプト
(設計指針)を含めた認証を取得予定。
■生活支援ロボット安全検証センター
（つくば）
・⾛⾏試験
・対人試験
・強度試験
・EMC（電磁両⽴性）試験
■故障挿入試験
安全性に関わるコンポーネントや
ソフトウェアを故意に故障させ、
設計通り安全に停止することを確認。

万全の安全対策を施し、使⽤者様・御家族・取り扱い事業者様へ
安全安心を提供します。

開発開発開発開発プロセスプロセスプロセスプロセス 妥当性検証妥当性検証妥当性検証妥当性検証

妥当性検証開発プロセス

安全ブレーキ機能
（転倒防止）

安全



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

採 択



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

S社社社社（（（（茨城茨城茨城茨城））））

施設

施設

施設

製造事業者製造事業者製造事業者製造事業者 仲介者仲介者仲介者仲介者 施設施設施設施設

仲介者グループ

業務委託（地域毎）

支援

全体運営

RT.ワークスワークスワークスワークス

−施設選定
−講習、介護現場への導入支援
−効果測定

−講習への参加
−継続活用
−効果測定への協力

（6施設35台）

A大学大学大学大学（（（（愛知愛知愛知愛知））））

−機器製造
−講習計画作成
−効果測定計画作成
（効果測定メニュー）

委託 支援

委託

データ取得

支援

（11施設11台）

（25施設32台）

協力施設RT.ワークスワークスワークスワークス

ロボット介護推進プロジェクト
（支援：産総研）

専門家専門家専門家専門家集団集団集団集団
D社社社社（（（（大阪大阪大阪大阪））））

Ａチーム（Ｔ０１３）



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

評価開始
▼

評価終了
▼従来シルバーカー使⽤期間 電動アシストカート使⽤期間

①使⽤前
3日間 ②2週間後

3日間
(14〜16日目)

③4週間後
3日間

(28〜30日目)

④8週間後
3日間

(56〜58日目)

⑤12週間後
3日間

(84〜86日目)

■評価期間と測定期間

(B、Ｂʻ)機器が自動で記録
・使⽤時間
・歩⾏距離
・GPS位置情報
・加速度センサ3軸
・角速度センサ3軸
・エラー発生時エラー内容
・事故発生直前データ(1分)

(A)介護者がスマホで記録
【開始前】
・被介護者名
・介護者名/年齢/性別
・使⽤開始時刻
・目的⾏為

【使⽤中】
・出来事記録（ヒヤリハット、不具合など）

【終了後】
・使⽤終了日、時刻
・自⽴度(常時介助必要、⼀部介助必要、自⽴）

(C)介護者がアンケート⽤紙に記録
・効果を感じた点
・危険を感じた点
・被介護者の歩⾏意欲
・介護者とのコミュニケーション
・機器の改良点
などについて気付いたことを記入。

■測定項目（3種類）



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

□介護記録入⼒ソフト 簡易マニュアル

☆開始前設定１ ☆開始と終了 ☆出来事の報告☆開始前設定２

画面1 画面２ 画面３ 画面４



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

(B)機器が自動的に取得

(A)介護者がスマホで入⼒

(C)介護者がアンケート⽤紙に記録

データ取得 データ収集
・保存

データ解析
・まとめ

報告書

(Bʻ)データ収集装置が
SDカードに記録

・ＲＴＷソフト
（Android)

・RTW機器に実装

・データ収集装置を
シルバーカーに装着

（スマホ）
サーバ



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

正しく効果評価するためのプロセス構築とマネジメント （a社）



経産省プロジェクト 「ロボット介護機器導入実証事業」

✔ 全国数エリアにて大規模な効果測定の実証事業を実施

導入実証事業
５４施設
９８台今後の予定

□〜1⽉中︓実証評価測定
□〜1⽉末︓データ解析、まとめ、報告書




